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大野城市国際交流協会情報紙 ビギン新聞  〜Think globally, Act regionally

まどかぴあ会議室にて開催しました。 

新役員・理事と、2025 年度の事業 

計画・予算案が承認され、今年度の 

事業がスタートしました。総会開催に 

あたって井本市長より祝辞を賜り、 

井ノ上コミュニティ文化課長にもご臨席

いただきました。 

【新役員・理事】 

常
任
理
事 

総会後、春暉国際学院で日本語を学ぶネパール出身の 

学生、シクシャさんとナビンさんが来てくれました。 

勉強とアルバイトの両立が大変というシクシャさんは 

「住めば都。大変なこともいつか楽しくなる」と、 

今は日本での生活を楽しんでいるそうです。また 

「あなたならがんばれる。信じてる」という家族の言葉が 

支えというナビンさんは、将来野菜関係の会社をつくり 

たいと考えています。 

第 27 回 総会（2025.4.12） 

協会は、市の担当課であるコミュニティ文化課に 

お世話になっています。前課長で協会員の濱さんにも、

様々な面から支えていただきました。 

今年度からは、課長の井ノ上さんにお世話になります。 

濱さん、ありがとうございました。 

井ノ上さん、よろしくお願いいたします。 

ネパール人学生との交流会 

＜2025 年度 運営委員＞  

森永、宮下、有馬、郷原、高向、 

森田、藤井、東、辻村 

※運営委員会は協会活動全体の運営を把握し、 

各イベントについて協議しながら進めます。 

委員は誰がどの活動を担当するというのではなく、

全員がすべての活動に関わることになっています。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

福岡ウガンダ友好協会会長を務めるリビングストーン理事の紹介により、ウガンダから 2 名の

女子学生、エデルさん（16 歳）とトニアさん（14 歳）が一週間の日程で大野城市を訪れま 

した。二人は協会員の方のお宅にホームステイし、伝統文化の体験、学校訪問、ことばの交流 

ひろばでのお国紹介などをしました。ビザ取得など手続きの関係で比較的短い準備期間での 

受け入れでしたが、各方面のご支援により充実した滞在となりました。帰国後、ウガンダ大使 

より協会へ感謝状をいただいています。 

二人はほぼ丸一日かけて来福、やや蒸し暑い天候 

でしたが「肌寒い」と感じたそうです。 

来る前に美容院でおしゃれな髪型にしてもらった 

とのことで、来るのを楽しみにしてくれていたことが 

うかがえました。ホストファミリーのご厚意により 

二人一緒にホームステイさせていただき、家庭料理や 

ファミリーとの外出を楽しみました。 

急なお願いとなったにもかかわらず、以前から協会が 

お世話になっている着付けの先生や文化連盟の皆さんに 

ご協力いただき、浴衣と書道・茶道を体験しました。 

「タピオカ抹茶ラテなら地元のカフェにもあります」と

写真を見せたり、スマホの通訳機能を使って日本語で 

質問したりと、積極的に交流していました。大野ふる 

さと館を訪れた際には、特に昔の民具に興味をひか 

れたようです。 

ことばの交流ひろばにはウガンダのスナック菓子を 

持参、お国紹介をして 8 か国から来た受講生と交流 

しました。日本語のミニ講習を受けて自己紹介も 

できるようになりました。 

二人とも日本のアニメが好きでたくさん見ているとの 

ことで、アニメショップで買い物をしてうれしそう 

でした。「親は医者になれと言うけれど、自分はコン 

ピューターサイエンスに興味がある」「グラフィック 

デザインがいいかも？」と将来についても語ってくれ 

ました。 

さらに平野中学校・筑紫中央高等学校訪問、柳川観光と 

盛りだくさんの一週間を過ごした二人は、元気に帰国の 

途に着きました。 

 

ウガンダの学生との交流 

ウガンダ共和国 

首都：カンパラ 

人口：4590 万人 

（2024 年） 

言語：英語、スワヒリ語 

ルガンダ語 

「アフリカの真珠」と 

呼ばれる美しい自然 

豊かな国です。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

今年度は 10 か国から 20 名の受講生が集まり、一段と国際色豊かでにぎやかになりました。 

日本語教室は、昨年度から初級と中級の 2 つのグループに分かれて学習しています。交流の 

内容は、伝統行事や習慣・生活情報などに加えて、昨年度末の茶話会で受講生から希望があった

果物狩りも予定しています。教室での学習だけではなくもっとさまざまなことを体験し、また 

市民との交流の機会をもてるようになっています。 

最近の交流内容をいくつかご紹介します。 

【防災教室（6/14）】 

今年度も市から講師と通訳の方を招いて、実際に緊急 

速報の音を聞いたりハザードマップを見たりして学び 

ました。受講生からは毎年 11 月に行われる市民総ぐる

み防災訓練に参加したいという声も上がり、防災に対す

る関心が高まったことがうかがえました。 

【七夕（7/5）】 

短冊に願い事を書き、また輪飾りなどを折り紙で作って

飾りました。皆さん非常に楽しんでいました。 

【日本の祭り（7/12）】 

博多祇園山笠などについて、パンフレットなどを見て 

学習しました。ちょうど山笠の時期でもあり「ぜひ見に

行きたい」「明日行ってみます！」といった声が上がっ

ていました。 

 

今年度は受講生２０名の大所帯となりましたが、まだ 

問い合わせが来ている状態です。来日して「日本語 

教室がどんなところか知りたい」と体験に来る人も 

います。受講生には九州大学の留学生が多く、現在の 

受講生や以前受講生だった人から口コミで「ことばの 

交流ひろば」の楽しさが広まっているようです。 

受講生同士仲良くなって遊びに行くこともあるそうで、 

先日はお寺巡りが好きな人たちが連れだって篠栗の 

南蔵院を訪れたとのことです。また書道に興味を持って

習い始めた人たちもいるそうで、日本での皆さんの 

活動の場が広がりつつあるのを感じます。 

ことばの交流ひろば 

受講生の出身国は・・・ 

現在、中国 フィリピン ベトナム キルギス 

カンボジア インドネシア ネパール 

スリランカ エジプト アメリカ  

の１０か国です。 

******* 七夕と願い事 ******* 

中国やベトナム・韓国でも七夕の行事はあり、 

中国の一部では願い事を書いた紙を柳の枝に 

結ぶ習慣があるそうです。 

七夕でなくても、この「願い事を書いて 

掲げる」という風習は世界各地に見られ、 

紙製のランタン（台湾）や熱気球 

（タイ）に書いて空へ放ったり、 

布や紙に書いて高い所や木に掲げたり 

（チベットやイギリス）するほか、矢に 

書いて打ち込む（メキシコ）というのもあるようです。 

 



 

 

 

 
OIEA Onojo-city International Exchange Association 

                
Other Organizations’News & Events 

事務担当者が替わります 

諸事情により現在空席となっていますが、８月に新しい方が着任されます。 

次号でご紹介する予定ですので、どうぞお楽しみに。 

FOSA（福岡県留学生会） 

これまで国際大運動会、料理イベントなどでコラボして 

います。今年度はフィリピン出身のリドル・ぺガリドさんが

会長に就任されました。どんたくパレードへの参加など、 

エネルギッシュな活動の様子をフェイスブックで見ることが

できます。 

大野城市国際交流協会事務局：市役所 3 階 コミュニティ文化課内 

Tel:  090-2067-3173   

Fax:  092-573-7791   email:  begin@city.onojo.fukuoka.jp 

 

 

編集後記 

暑い日が続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

8 月からは大きなイベントが目白押しです。体調管理しながら楽しみましょう。 

今年度もビギン新聞をよろしくお願いいたします。 

 

 

            おおの山城大文字まつり 

９月２７日（土）・９月２８日（日） 

今年も献火式のアテンドとステージ出演をする予定です。 

出演者などについては、日本語学校の春暉国際学院と話し合いが 

進んでいます。 

オイスカ訪問イベント 

8 月 9 日（土） 

海外から日本へ農業を学びに来ている研修生と、今年も農業体験や 

外国料理作り、レクリエーションなどを通して楽しく交流しましょう！ 

最近、外部団体から協会との 

共働や、協会が持つ国際交流の 

ノウハウについて問い合わせが 

来ています。長年の活動で培って

きたものが求められているよう 

です。 

mailto:begin@city.onojo.fukuoka.jp

